
平
成
三
十
年
度
決
算

議
決

一
、
本
件
決
算
は
、
こ
れ
を
是
認
す
る
。

二
、
内
閣
に
対
し
、
次
の
と
お
り
警
告
す
る
。

内
閣
は
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
結
果
を
本
院
に
報
告
す
べ
き
で
あ
る
。

１

総
務
省
が
多
額
の
国
費
を
投
じ
て
整
備
し
た
政
府
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
セ
キ
ュ
ア
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
、
そ
の
整

備
に
際
し
、
需
要
の
把
握
や
各
府
省
と
の
調
整
等
が
十
分
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
九
年
四
月
の
運
用

開
始
以
降
、
本
来
の
目
的
で
の
利
用
が
全
く
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
三
十
年
度
末
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
政
府
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
に
当
た
っ
て
需
要
の
把
握
や
各
府
省
と
の
調
整
等
を
適
時
適
切
に
行

う
た
め
の
手
続
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
政
府
全
体
の
Ｉ
Ｔ
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
強
化
し
、
再
発
防
止
に
万
全
を
期
す

べ
き
で
あ
る
。

２

内
閣
府
の
企
業
主
導
型
保
育
事
業
に
お
い
て
、
保
育
施
設
の
整
備
に
当
た
り
、
事
業
者
が
工
事
費
用
の
水
増
し
な
ど
し

た
虚
偽
の
内
容
の
事
業
完
了
報
告
書
を
事
業
実
施
機
関
に
提
出
し
、
同
機
関
に
お
け
る
審
査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
助
成
金
が
過
大
に
交
付
さ
れ
た
事
態
、
ま
た
、
会
計
検
査
院
が
二
百
十
三
施
設
を
抽
出
し
検
査
し
た
と
こ
ろ
、



平
成
三
十
年
十
月
時
点
に
お
い
て
開
設
後
一
年
以
上
経
過
し
た
企
業
主
導
型
保
育
施
設
百
七
十
三
施
設
の
う
ち
、
七
十
二

施
設
に
お
い
て
定
員
充
足
率
が
五
割
未
満
で
あ
る
な
ど
、
利
用
状
況
が
低
調
と
な
っ
て
い
た
事
態
等
が
明
ら
か
と
な
っ
た

こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
企
業
主
導
型
保
育
事
業
の
事
業
実
施
機
関
に
お
け
る
審
査
や
指
導
、
監
査
を
改
善
す
る
な
ど
、
助
成
金
の
過

大
交
付
の
再
発
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
保
育
事
業
と
な
る
よ
う
、
事
業
の
見
直
し
や
改

善
に
継
続
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

３

東
京
高
等
検
察
庁
の
前
検
事
長
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
一
月
、
国
家
公
務
員
法
に
お
け
る
勤
務
延
長
規
定
の
検
察
官

へ
の
適
用
に
つ
い
て
、
従
来
の
解
釈
を
変
更
し
、
勤
務
延
長
の
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
た
。
同
年
五
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
中
に
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
複
数
回
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

訓
告
処
分
を
受
け
た
上
で
辞
職
し
た
。
本
件
に
よ
り
、
検
察
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺

憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
従
来
の
解
釈
変
更
や
検
察
庁
法
改
正
案
の
経
緯
の
説
明
に
努
め
る
と
と
も
に
、
検
察
に
対
す
る
国
民
の
信
頼

回
復
に
向
け
て
徹
底
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。



４

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
お
い
て
、
関
西
電
力
株
式
会
社
に
対
す
る
業
務
改
善
命
令
に
係
る
手
続
の
不
備
を
隠
す
た
め

に
、
電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会
の
意
見
聴
取
を
実
施
し
た
日
付
が
実
際
の
日
付
と
異
な
る
不
適
切
な
公
文
書
が
作

成
さ
れ
た
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
公
文
書
管
理
に
関
し
て
真
摯
な
反
省
が
求
め
ら
れ
て
い
る
さ
な
か
に
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
こ
と
を

重
く
受
け
止
め
、
平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
関
す
る
警
告
決
議
を
踏
ま
え
て
講
じ
た
適
正
な
公
文
書
管
理
の
徹
底
や
組
織

風
土
の
改
革
の
措
置
が
い
ま
だ
十
分
で
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、
再
発
防
止
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

５

防
衛
省
が
米
国
政
府
と
の
間
で
行
う
有
償
援
助
（
Ｆ
Ｍ
Ｓ
）
に
よ
る
防
衛
装
備
品
等
の
調
達
に
つ
い
て
、
調
達
額
が
平

成
二
十
五
年
度
か
ら
二
十
九
年
度
に
か
け
て
三
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
中
で
、
契
約
管
理
費
の
減
免
を
受
け
る
た
め
の

協
定
等
の
締
結
に
係
る
本
格
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
前
払
金
を
支
払
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
出
荷
予
定
時
期
を
経
過
し
て
も
納
入
が
完
了
せ
ず
に
未
精
算
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
二
十
九
年
度
末
時
点
で
八
十
五

件
、
三
百
四
十
九
億
円
に
上
る
な
ど
、
改
善
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
Ｆ
Ｍ
Ｓ
調
達
に
係
る
調
達
額
を
抑
制
す
る
た
め
、
契
約
管
理
費
の
減
免
制
度
の
利
用
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
未
納
入
が
続
く
と
各
部
隊
の
運
用
に
支
障
を
来
し
か
ね
な
い
こ
と
を
念
頭
に
、
全
て
の
未
納



入
及
び
未
精
算
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
履
行
状
況
を
継
続
的
に
把
握
し
、
日
米
間
で
緊
密
に
協
議
や
調
整
を
行
う
な
ど
、
Ｆ

Ｍ
Ｓ
調
達
の
改
善
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。


